







れる。現行の保育所保育指針では、領域「環境」に関するねらい 3 項目、内容12項目は 8 区分すべての
発達過程に適応され、養護に関するねらい 8 項目、内容 8 項目を加味して、保育内容が構成されている。
新保育指針では、特別に章を設けて発達過程が示されず、保育の内容の中で対象を「乳児保育」「 1 歳以
上 3 歳未満児」「 3 歳以上児」と区分し、発達については「基本的事項」の中で触れている。
　また、領域「環境」について新教育要領、新保育指針の「 3 歳以上児」区分そして新教育・保育要領の
「満 3 歳以上の園児」区分のねらいと内容については 3 者とも同じ文言となり、、内容については現行の
教育要領の（5）番目の後に 1 項目加わり、全部で12項目となり統一された。現行保育指針の内容は12項
目あり、内容の文言、項目数は 3 者で差異があり、不揃いであった。ただし、 3 者は別々の経緯で編集さ
れてきたので、このことは極自然なことだと思われる。
　本稿では、新保育指針の改定にあたり乳児保育（ 0 歳児の保育：筆者補足）、そして 1 歳以上 3 歳未満
児の保育のねらいと内容について、すべての年齢のねらいと内容と並べてその特徴を示す。また、改定に





対して、「乳児保育（ 0 、1 、2 歳児の保育）」という言葉を用いている。
　一方、現行保育指針では、第 3 章　 2 保育の実施上の配慮事項で、（2）乳児保育に関わる配慮事項、（3）
3 歳未満児の保育･･････、（4）3歳以上児の保育･･････と新保育指針と同じ区分をしている。現行保育指
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指針では、表 3 のように保育内容は年齢区分で 3 つに分けられ、乳児保育（ 0 歳の保育）では教育分野
の領域は「健やかに伸び伸びと育つ」「身近な人と気持ちが通じ合う」「身近なものと関わり感性が育つ」
の 3 つに分かれている。 1 歳児以上 3 歳未満児の保育となり領域「環境」へ接続する領域は第 3 番目で、
その領域名からも分かるように領域「環境」と領域「表現」が融合した名称である。
　現行保育指針の領域「環境」のねらいと内容は表4のようである。新保育指針の領域「環境」等のねら
いと内容は表 5 － 1 ～表 5 － 3 のようである。
表1　発達過程区分の変遷
保育士養成課程及び保育現場 現行の保育所保育指針（発達過程） 新保育所保育指針
乳児保育（0 、1 、2 歳児の保育）
おおむね 6 か月未満 乳児保育（ 0 歳児の保育）
おおむね 6 か月から 1 歳 3 か月未満









全年齢区分 養護 教育・ 5 領域
分類 生命の保持 情緒の安定 健康 人間関係 環境 言葉 表現
ねらい（項目数） 4 4 3 3 3 3 3
内　容（項目数） 4 4 9 14 12 12 10
表3　新保育所保育指針（2017（平成29）年告示）の各項目数
乳児保育（0 歳） 養護（全年齢共通） 教育・3領域
分類 生命の保持 情緒の安定 健やかに伸び伸びと育つ 身近な人と気持ち が通じ合う 身近なものと関わり感性が育つ
ねらい（項目数） 4 4 3 3 3
内容（項目数） 4 4 5 5 5
1 、2 歳児の保育 養護（全年齢共通） 教育・5 領域
分類 生命の保持 情緒の安定 健康 人間関係 環境 言葉 表現
ねらい（項目数） 4 4 3 3 3 3 3
内容（項目数） 4 4 7 6 6 7 6
3 歳以上の保育 養護（全年齢共通） 教育・5 領域
分類 生命の保持 情緒の安定 健康 人間関係 環境 言葉 表現
ねらい（項目数） 4 4 3 3 3 3 3











　この領域のねらいと内容は1歳以上の領域「環境」と「表現」につながっている。表 5 － 1 に「もの」
とあるのは、 0 歳児は認知能力が十分に育っていないので「人」と「物」の区別が明確にできないので身
の回りの「人」や「物」を「もの」と表現している。ここで取り上げられているねらいと内容は、保育所
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　①「身近な生活用具、玩具や絵本などが用意された中で、身の回りのものに対する興味や好奇心をもつ。」
　ある 0 歳児の保育室（吉田  2010）では、腹這いになれない子どもを対象にして①吊りおもちゃ（ゴム
ひもに鮮やかな布を付けたり、フェルトやタオル地で作った人形を付ける）、②（みかん箱大の）段ボー












































ボックスで、鍵盤の位置に 4 つのキーがある。左から 1 つめは電話のダイヤルである。回すとジジジと
音を出して元に戻る。 2 つ目は四角いボタン。押すとプーと音がでる。 3 つ目は十字のダイヤル。不思議
なことに、回すこともできるし、上下左右に押すこともできる。子どもはいろいろな手指の動きを楽しむ
こととなる。最後が三角のボタン。押すと空気の力でピューと音がでる。そして、それぞれのキーの上に


















　保育指針（1999（平成11）年）第 4 章「 6 か月から 1 歳 3 か月未満児の保育の内容」には、領域「環
境」としての表記でなく、18項目ある全体の内容のうち（13）～（15）の 3 項目が領域「環境」に関連す






































　乳児保育には、乳児保育（ 0 歳児）と乳児保育（ 0 、1 、2 歳児）と 2 種類の（　）付のものがある。
前者は児童福祉法に則っている。保育指針は児童福祉法に基づいて制定されているので、この立場を採
る。「最新保育用語辞典」（森上史朗1998）によると、「乳児とは厳密には出生から 1 歳未満の 0 歳児を指
す。したがって正しくは次項の「 0 歳児保育」をいうべきであるが、児童福祉法制定以前の昭和初期から、
0 、1 、2 歳児の保育を「乳児保育」と称してきた慣習もあって混同している場合がある。（以下略）」とい
う。今後も、 3 歳未満の保育は「乳児保育（ 0 、1 、2 歳児の保育）」と表記する必要がある。
表6　保育所保育指針2017改定のポイント
1 ． 乳児（ 0 歳）の保育のねらいや内容、そして 1 歳以上 3 歳未満児の保育のねらいや内容について
充実する。












　第 3 章に乳児保育の具体的展開を載せたが、 1 歳以上 3 歳未満児の保育においては引き続き領域の内
容が鮮明に分化していないので、乳児保育（ 0 歳児保育）と同じく領域「身近なものと関わり感性が育つ」
のまま扱った方が良いと筆者は考える。この点、次回の改定でも動きがあるかもしれない。これらのこと
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